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第 218回 例会 

2018年 2月 14日 13:00 

■司  会：島村恵三例会運営・司会委員 

■斉  唱：我等の生業 

■出席報告：出席者数 ２４名 / 会員数 4３名 

出席率  ５５．８％ 

前々回(2１６回)修正出席率 ８３．７２％ 

■ゲ ス ト：隅谷俊夫様（東海東京調査センター投

資調査部長） 

ニコボックス 

○悪条件の中、開催を危ぶまれていた平昌オリンピ 

クですが、始まってみれば感動するばかりです。人

のひたむきな姿は素晴らしいですね。（藤井猛会

長） 

○頑張れ日本！アユム君、ミホちゃん、銀メダルお 

てとう。サラちゃん、銅メダルおめでとう。頑張りました

ね。（安井戦略委員長） 

○本日バレンタインデーです。母の 97 才の誕生日で

す。男性会員の皆様、私の「愛」を受け取って下さい。

（荒山久美さん） 

○バレンタインデー、荒山さん毎年ありがとうございま

す。私が頂けるのは、いつも１コダケです！（加藤

正広さん） 

会 長 挨 拶 

みなさん、こんにちは。 

今年は異常に寒い日が続いております。今日と明

日は一瞬温かくなるようですが、週末からは再び寒波

が戻ってくるようです。お隣の韓国も異常気象のようで、

平昌のオリンピックも寒さで思うように競技が進まない

ようですね。そんな中、テレビで中継される色々な競 

技を観ていて本当に感動する場面も多いのですが、

考えさせられることや学ぶことも多いようです。 

昨日、スピードスケートの高木美帆さんが、銀メダル

を獲得しました。日本女子のスピードスケート個人種

目メダルは、９８年の長野大会以来２０年ぶりだそうで

す。当時「スーパー中学生」と呼ばれていた彼女は 20

１０年バンクーバー大会にスピードスケートで国内史

上最年少の１５歳で出場しました。そして１３年１２月２ 

 

９日。順調に時を刻んでいた時計の針が、ぴたりと止

まってしまいました。まさかの 14 年ソチ五輪、落選。も

う、そこには「スーパー中学生」と騒がれた輝きはあり

ませんでした。 

当時、必死に五輪を目指す他の選手を格好悪いと

感じたこともあったそうです。しかし、彼女はそんな選

手が目の前で五輪の切符を勝ち取って行く事に衝撃

を覚えます。その時の自分は、調子は良くなかったが、

どうにかなると思っていたそうです。そんな甘い考えの

彼女に４歳上のお兄さんは、「ソチに向かってやり切

ったって言えるか？」と問いました。この言葉に涙があ

ふれたそうです。 

ソチ五輪閉幕１カ月後の１４年３月。世界選手権の

ため訪れたオランダで、自問自答を繰り返し、監督に

頭を下げました。「変わらないと」－。変化を恐れた自

分との別れでした。「日本の宝」とまでいわれた天才が

初めて直面した挫折。もう負けたくない。もうぶれない。

「４年間、スケートにすべてをかける」。覚悟が決まれ

ば、やり抜ける。ここに４年後の平昌五輪に向け、再

び時が動き始めたのです。 

北海道に住む高木家では 3 人の兄弟にスケートを

続けさせるために両親が懸命に働いていました。その

姿を見てお兄さんと彼女は、朝 4 時に起き、雪の日で

も歩いて新聞を配達しました。体力をつけるため５キロ

走ってから登校し、学校が終わればリンクへ向ったの
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です。中３で五輪に出ても、高校を卒業するまで新聞

配達を続けました。高木家の壁には「継続は力なり」と

書かれた紙が貼られているそうです。 

15年からはオランダのコーチに世界と戦う意識を植

え付けられ、「負けていない」「逃げるな」と熱い言葉で

背中を押されながら、本当に死に物狂いで今日まで

頑張ってきたのです。 

高木美帆さんは、１分５４秒という一瞬の時間のた

めに、実に 8年間を費やしました。４年前、弱さを認め

覚悟を決めたことから始まった道は、まっすぐに平昌

へとつながったのです。 

彼女を支えたものは、「挫折」と「ぶれない覚悟」、そ

して生きてゆく土台として、子供のころから教えられた

「継続は力なり」だったのではないでしょうか。 

私にとっては、学ぶことの多かった 1 分 54 秒でし

た。 

会長挨拶を終わります。 

 

■幹事報告  

深見幹事に代わり片桐栄子副幹事より１点報告があり

ました。 

① マイロータリーカードへみなさん登録してくださ

い。 

 

■卓話 

１年ぶりですが、アイリスでは準レギュラーである隅谷

部長の卓話です。 

『２０１８年新春の市況見通し』 

 

 
 

 

 

 
 

世界情勢から ビットコインまで内容の濃い３０分間で

ありました。 


